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Q3 フェルフルストの成長曲線モデル
“マルサスの人口モデル”に従って人口が指数関数的に際限なく増え続けることは現実には
ない．フェルフルストは，食糧と社会環境の制約のため，個体間競争が働き，人口が大きくな
るにつれて人口増加には一定の限界が生じるという考え方を採用した．人口の単位時間あたり
の変化率は，そのときの人口の大きさPに比例するとともに，そのときの人口Pが大きくなる
分だけ減少するようになる．このことがP(1−kP)という式で表されている２，３，４）．
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図9-3　フェルフルストの人口モデル（ロジスティック方程式）に従った人口推移
時間t0

この微分方程式を解くと，

　　　P＝ β
1＋γe-αt

　(α,β,γは正の定数)

という美しい数式（ロジスティック方程式）が得られる（微分方程式の解き方は第11章を参
照）．また，この式のグラフは図9-3のようになる．

Q2の解答

わが国では，1980年代から約20～ 30年という非常な短期間で急激に高齢化が進み，
総人口も増加した．日本は世界中で最も急速なスピードで高齢化が進んだ国である．2008
年以降，わが国の人口減少が顕著になってきた要因としては，少子化の急激な進行による
ところが大きい．
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